
町
政
を
問
う練馬区の体験農園：加藤農園

保健センターでの保健指導

　

今
回
の
定
例
議
会
で
も
一
般
質
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
に

　

一
、
農
業
体
験
農
園
の
開
設

　

二
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
開
示

　

三
、
特
定
健
診　
　
　

に
つ
い
て　

の
３
項
目
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
主

要
な
質
問
の
要
点
の
み
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

で
ご
報
告
し
ま
す
。

■
農
業
体
験
農
園

　
　
　
　

の
開
設
を
！

　
林　

農
業
体
験
農
園
で
は
、
入
園
者

が
園
主
の
指
導
の
も
と
播
種
・
定
植
・

施
肥
・
病
害
虫
防
除
・
除
草
等
の
一
連

の
農
作
業
体
験
を
し
、
初
心
者
で
も
高

品
質
な
農
産
物
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
首
都
近
郊
の
立
地
を
活
か
し
、

「
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
施
策
と

し
て
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
現
在
、
当
町
に
も
開
園
を
検

討
し
て
い
る
農
業
者
も
い
る
。
既
存
の
補

助
事
業
で
の
支
援
や
入
園
者
の
募
集
に

広
報
等
は
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
家
の

方
に
こ
の
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
既
存
の
補
助
制
度
を
う
ま
く

活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
う
。

農
園
経
営
を
す
る
方
が
い
れ
ば
、
町
の

広
報
誌
等
を
活
用
し
募
集
す
る
こ
と
は

可
能
と
考
え
る
。

　
　

◆
解
説

　

市
民
農
園
は
、
農
地
活
用
や
健
康

福
祉
に
役
立
つ
な
ど
様
々
な
働
き
が
着

目
さ
れ
、
設
置
数
が
徐
々
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
が
、
近
年
農
業
経
営
と
し
て

新
た
な
方
式
の
体
験
農
園
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
日
本
農
業
賞
の
発
表
が
あ

り
、
そ
の
集
団
組
織
の
部
の
大
賞
に
練

馬
区
農
業
体
験
農
園
園
主
会
が
選
ば

れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
初
心
者
で
あ
っ
て
も
手
軽
に
野
菜

作
り
を
楽
し
め
、
②
農
業
者
と
の
交
流

が
図
ら
れ
、
③
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
利

用
者
間
の
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
④
農

業
経
営
と
し
て
も
成
り
立
ち
、
⑤
自
治

体
開
設
型
の
農
園
に
比
べ
て
、
管
理
運

営
面
で
の
行
政
側
の
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
で
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
か
ら
何
点
か
ご

報
告
し
ま
す
。

●
保
存
樹
木
・
保
存
樹
林
ア
ン
ケ
ー
ト

　

結
果
に
つ
い
て

　

《
質
問
》　

昨
年
、
保
存
樹
木
の
損
害

賠
償
保
険
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
が
、
平
成
21
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
た
か
。

　

《
答
》　

枯
れ
枝
落
下
防
止
の
た
め
の

保
存
樹
木
等
管
理
業
務
委
託
料
を
増

額
。
平
成
21
年
度
中
に
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
助
成
制
度
を
見
直
し

て
い
き
た
い
。

●
農
業
振
興
費
に
つ
い
て

　

《
質
問
》　

市
民
農
園
や
体
験
農
園
、

直
売
な
ど
農
家
の
経
営
形
態
も
変
化
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
埼
玉
県

の
有
機
事
業
等
の
補
助
を
受
け
た
団
体

が
現
在
も
活
動
を
し
て
い
る
。
農
業
振

興
費
の
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
既
存

の
団
体
組
織
等
へ
の
振
興
策
も
含
め
、

昨
年
来
の
検
討
結
果
は
。

　

《
答
》　

農
業
改
善
事
業
等
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
弾
力
的
な
運
用
を
考
え

久
保
の
中
心
核
。
住
民
の
安
全
を
考
え

計
上
し
た
。
最
終
的
な
債
務
負
担
行
為

は
14
～
15
億
円
に
な
る
。
こ
う
し
た
状

況
は
３
～
４
年
続
く
。

　

《
質
問
》
昨
年
か
ら
16
号
線
の
雨
水

管
布
設
、
学
校
耐
震
化
に
優
先
的
に
財

政
支
出
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
老
朽

化
し
た
中
央
公
民
館
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
事
業
、

水
道
事
業
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
耐
震

化
、
施
設
の
更
新
等
も
控
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
平
成
28
年
度
に
は
消
防

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
べ
く
、

老
朽
化
し
た
消
防
庁
舎
の
建
て
替
え

（
約
30
～
35
億
円
）。
ま
た
同
じ
年
に
広

域
ご
み
処
理
施
設
も
稼
働
予
定
。
焼
却

施
設
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
小
規

模
の
も
の
で
80
億
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
８
億
円
。
い
は
ば
『
28
年
問
題
』

も
控
え
て
い
る
。
こ
の
10
年
の
長
期
財

政
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

《
答
》
現
実
問
題
と
し
て
、
は
き
切

れ
る
か
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中

で
計
画
的
な
運
用
と
あ
る
程
度
地
方
債

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
分
野
も
あ
る
。

そ
の
中
で
今
後
自
主
財
源
の
確
保
と
事

業
等
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
今
後
の

長
期
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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埼
玉
県
教
育
員
会
は
、
県
情
報
公
開

審
査
会
の
答
申
を
受
け
て
、
市
町
村
別

結
果
を
自
治
体
名
を
伏
せ
た
形
で
開
示

す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
県
内
市
町

村
教
育
委
員
会
の
９
割
が
開
示
に
反
対

し
て
い
ま
す
が
、
一
般
県
民
は
開
示
に

多
数
が
「
賛
成
」
し
て
い
ま
す
。
地
域

や
家
庭
の
力
を
借
り
て
学
校
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
は
、
当
町
も
学
校
別
開

示
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

林

て
い
き
た
い
。

●
図
書
購
入
費
の
削
減
に
つ
い
て

　

《
質
問
》
三
芳
町
の
図
書
館
の
個
人

貸
出
数
は
、
同
規
模
の
図
書
館
で
は
全

国
で
第
２
位
。
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
職
員
の
努
力
で

好
評
価
だ
と
聞
く
。
し
か
し
、
図
書
購

入
費
が
前
年
度
か
ら
２
５
０
万
円
の
減

と
な
っ
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
。
文
化
の

薫
る
本
の
あ
る
町
へ
の
考
え
は
。

　

《
答
》
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
職
員

が
力
を
合
わ
せ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
図
書
館
に
し
た
い
。

●
『
28
年
問
題
』
長
期
財
政
計
画
は

　

《
質
問
》
一
般
的
に
行
政
の
三
大
経

費
は
民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
。
近

年
は
、
少
子
高
齢
化
で
民
生
費
が
増
加

し
、
バ
ブ
ル
後
は
土
木
費
が
減
少
の
傾

向
に
あ
る
が
、
今
年
度
は
土
木
費
が
昨

年
度
比
５
２
．
５
％
増
、
バ
ラ
ン
ス
を

失
し
て
い
な
い
か
。
こ
う
し
た
状
況
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
。

　
《
答
》
開
発
公
社
か
ら
土
地
の
買
い
取

り
が
６
億
円
、
県
の
委
託
が
８
千
万
円
、

マ
ミ
ー
マ
ー
ト
交
差
点
改
良
が
４
千
万

円
。
藤
久
保
は
三
芳
町
の
人
口
集
中
地

域
で
土
地
開
発
と
都
市
計
画
道
路
が
藤

答　

産
業
振
興
課
長

林

◆
解
説

答　

学
校
教
育
課
長

　
　
　
　

昨
年
、
７
月
か
ら
特
定
健
診

が
始
ま
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
症
候
群
等
に
保
健
指
導
が
始
ま
っ
て

い
る
。
初
年
度
の
受
診
率
や
実
施
率
は
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
制
度
の
導
入
等
の

考
え
は
な
い
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

初
年
度
特
定
健
診

受
診
率
目
標
42
％
に
対
し
、
２
月
現
在

で
３
５
．
７
９
％
、
保
健
指
導
実
施
率

は
15
％
に
対
し
、１
３
．
８
％
。
受
診
率
、

実
施
率
向
上
の
た
め
に
健
康
づ
く
り
推

進
委
員
制
度
等
も
検
討
し
た
い
。

　　

平
成
18
年
、
医
療
制
度
改
革
関
連
法

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病

に
着
目
し
た
疾
病
予
防
を
重
視
し
、
医

療
保
険
者
に
よ
る
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
国
が
定
め
た
実
施
率
に
満
た

な
い
保
険
者
（
町
）
に
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
支
援
金
最
大
10
％
増
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
自
ら
の
健
康

の
た
め
に
積
極
的
に
受
診
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

　
　
　
　

開
示
に
つ
い
て

答　

担
当
課
長

◆
解
説

　
　
　

教
育
委
員
会
、
各
学
校
は
、
保

護
者
や
地
域
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
に
、
独
自
の
判
断
で
開
示
で

き
る
が
当
町
は
不
開
示
。
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
学
校
が
積

極
的
に
情
報
を
開
示
し
、
家
庭
、
地
域

住
民
と
連
携
協
力
し
、
様
々
な
問
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
開
か
れ
た
学

校
へ
の
第
一
歩
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員

会
、
各
学
校
も
国
や
県
の
方
針
を
踏
ま

え
、
直
接
保
護
者
や
地
域
住
民
に
情
報

提
供
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
慎
重

に
適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

■
予
算
関
連
質
問

■
特
定
健
診
に
つ
い
て

県民の多くは開示を望ん

でいると報じる埼玉新聞


